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微細構造を持つ試料の形態を確認するには高倍率観察が必要だが、高倍率像を広範囲で取得するこ
とは困難である。そのような場合でも、深層学習と類似形態を持つ試料から取得した画像より、高倍観
察を行っていない部位でも高分解像を推論することが可能である。ここではGAN（敵対的生成ネットワ
ーク）により、Liイオン電池（LIB）正極SEM像の高分解能像を推論した事例を紹介する。

深層学習による高分解画像の生成
<LIB正極の高分解化>

GANの概略

適用例：LIB正極合剤層

深層学習による⾼精細画像:1920x1920 px 

元画像:1280x960 px

中央の約 512x512 px を⾼精細化正極合剤層

集電体

深層学習による⾼精細化との⽐較

デジタル拡⼤(⼀般的な補間による拡⼤)

ザラつきが多く、不鮮明。10 m

類似箇所のSEM像

深層学習による⾼精細化

活物質粒子・バインダー（導電助剤）・空隙が鮮明に見える。

活物質粒子

バインダ（導電助剤）

空隙
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深層学習により、高倍観察が困難・未取得な部位、または再観察が困難な試料の高精細な画像を推論可能。

DiscriminatorとGeneratorの２つの競合するモデルを⽤いて、新しい画像を創出する深層学習のフレームワーク。
GeneratorはDiscriminatorが真と判断するような
画像を生成するように学習。

高精度な画像の創出。Generatorによる生成画像
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本物の画像については真、Generatorの生成画像に
ついては偽となるように、Discriminatorを学習させる。
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